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財政再建についてお知らせするシリーズの３回財政再建についてお知らせするシリーズの３回
目目。今回は、かつて赤字再建団体に指定されました。今回は、かつて赤字再建団体に指定されました
が、住民と行政が一体となった取り組みの結果、再が、住民と行政が一体となった取り組みの結果、再
建を成功をさせた福岡県赤池町建を成功をさせた福岡県赤池町（あかいけまち）（あかいけまち）の事の事
例をお知らせします。（※記事の内容は、赤池町の例をお知らせします。（※記事の内容は、赤池町の
ホームページを参考に作成しています）ホームページを参考に作成しています）

０
０
０
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
黒
字
だ
っ

た
財
政
も
昭
和　

年
以
後
は
赤
字

４８

福岡県田川郡 赤池町（ふくおかけん たがわぐん あかいけまち）

　・人口 10,158人（平成１５年３月末現在）

　・面積 16.20平方キロメートル

昭和14年に 上  野 
あが の

 村 から 赤池町 へと改名し町制を施行。
むら あかいけまち

４００年の伝統をもつ茶陶 上野焼 の窯元が点在し、陶芸の里として
あがのやき

有名です。また、「かもめの水兵さん」「仲よし小道」など数多く

の童謡を作曲した 河村  光陽 氏の生誕地です。昭和６３年に「童謡の
かわむら こうよう

町」を宣言し、「いい歌、いい町、いい自然」をスローガンに童謡

の町づくりを進めています。

■
か
つ
て
は
炭
鉱
の
町

　

赤
池
町
は
、
九
州
福
岡
県
の
北

東
部
に
あ
る
、
人
口
お
よ
そ
１
万

人
の
町
で
す
。

　

こ
の
町
は
、
平
成
３
年
度
か
ら

　

年
度
ま
で
の　

年
間
に
わ
た
り
、

１２

１０

民
間
企
業
で
い
え
ば
倒
産
に
あ
た

る
赤
字
再
建
団
体
、
正
確
に
言
う

と
準
用
再
建
団
体
と
な
っ
た
町
で

す
。
か
つ
て
の
赤
池
町
の
主
な
産

業
は
石
炭
産
業
で
、
昭
和　

年
ま

４７

で
の
赤
池
町
の
財
政
状
況
は
黒
字

で
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和　

年
代
か
ら
始

30

ま
っ
た
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
に
伴
い
、
昭
和　

年
４０

に
炭
鉱
が
閉
鎖
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
の
財
政
は
悪
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
働
き
盛
り

の
人
や
若
者
は
町
を
離
れ
、
１
万

８
０
０
０
人
の
人
口
は
な
ん
と
８

赤
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池
町
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政
再
建
ま
で
の

年
間
を

財
政
再
建
ま
で
の　

年
間
を
検
証
検
証
〜〜

１０１０

に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
石
炭
に
代
わ

る
産
業
と
し
て
、
町
の
運
営
す
る

土
地
開
発
公
社
が
工
業
団
地
を
造

成
す
る
た
め
、
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル

３０

の
土
地
を
取
得
し
、
企
業
誘
致
を

働
き
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
う
ま

く
い
か
ず
、
さ
ら
に
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
に
よ
り
土
地
の
価
格
が

下
落
。
こ
の
結
果
、
土
地
開
発
公

社
の
債
務
金
額
は　

億
円
に
ま
で

２２

膨
ら
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
町
の
赤

字
４
億
円
と
町
立
病
院
の
不
良
債

務
５
億
円
を
加
え
、
赤
池
町
が
赤

字
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
る
ラ
イ

ン
で
あ
る
５
億
円
の
、
実
に
６
倍

に
あ
た
る
約　

億
円
も
の
赤
字
を

３２

出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）

■
再
建
方
法
の
選
択

　

赤
字
と
な
っ
た
自
治
体
が
、
財

政
を
再
建
す
る
た
め
に
は
、
二
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
自

力
で
赤
字
を
解
消
し
、
再
建
す
る
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Ｑ．再建中は、大変なご苦労をされたことと思いますが、一番つ 

　　らかったのはどのようなことでしたか？

Ａ．準用再建団体になるために、絶対必要なものは、再建計画で

　　す。この計画が国の承認をもらって初めて再建がスタート

　　します。既に再建団体に指定されていた自治体に、再建計画

　　の作成方法や申請の手順を教えてもらいながら、昼夜を問わ

　　ず計画書作りに追われる毎日が続きました。当時はまだ、現

　　在のようなパソコンが普及する前ですから、向こう１２年間の

　　再建期間の収支計画を、１年ずつ手作業に近い状態でシミュ

　　レーションする作業はかなりきつかったですね。夜遅くに

　　その日の仕事が終わり、家に帰っても子供の寝顔しか見るこ

　　とができない日々でした。

３　平成15（2003）年11月　広報おたる
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う
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と

■
職
員
の
意
識
に
変
化
が
…

　

赤
字
再
建
団
体
と
な
っ
た
町
は
、

「
出
直
し
ま
す
赤
池
町
。ふ
る
さ
と

赤
池
の
将
来
を
考
え
、
準
用
財
政

再
建
団
体
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

過
去
の
行
政
運
営
を
厳
し
く
受
け

止
め
再
出
発
し
ま
す
」と「
広
報
あ

か
い
け
」で
、非
常
事
態
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　

町
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、

行
政
組
織
の
統
廃
合
で
、
役
場
内

の　

課
を　

課
に
し
ま
し
た
。
ま

１６

１３

た
人
件
費
の
削
減
に
着
手
し
、
職

員
１
６
９
人
を
１
５
５
人
に
、
臨

時
職
員　

人
を　

人
に
減
ら
し
、

２４

１０

給
料
の
据
え
置
き
や
、
時
間
外
手

当
の
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

次
に
事
業
費
の
支
出
を
減
ら
す

た
め
、
国
や
県
か
ら
助
成
さ
れ
る

補
助
事
業
以
外
の
単
独
事
業
は
原

則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
水
道
料
金
を
は
じ

め
と
し
た
使
用
料
な
ど
の
値
上
げ

に
よ
り
、
住
民
の
負
担
は
増
加
し

ま
し
た
。

　

道
路
や
公
共
施
設
の
草
刈
り
の

一
部
、
軽
微
な
補
修
工
事
な
ど
も

職
員
自
ら
が
行
い
、
少
な
い
経
費

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら

ん
が
、
計
画
開
始
時
に
国
に
申
請

す
る
財
政
再
建
計
画
の
制
約
を
、

計
画
終
了
ま
で
受
け
る
と
い
う
違

い
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
池
町
は
、
昭
和　

年
以
降
、

５４

４
回
に
わ
た
り
自
主
再
建
を
試
み
、

事
業
の
縮
小
、
人
件
費
の
削
減
、

施
設
使
用
料
の
引
き
上
げ
な
ど
を

実
施
し
た
も
の
の
、
思
っ
た
よ
う

な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず

赤
字
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
町
全
体
で
危
機
感
を
共
有

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
は
平
成
４
年
２
月

に
準
用
再
建
方
式
に
よ
る
財
政
再

建
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
め
、
国

に
再
建
計
画
書
を
提
出
し
、
こ
こ

か
ら
赤
池
町
の
新
た
な
挑
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。

自
主
再
建
方
式
、
そ
し
て
も
う
一

つ
は
、
国
の
管
理
下
で
財
政
再
建

を
行
う
準
用
再
建
方
式
と
い
う
方

法
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
違
い
は
左

の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
主

再
建
方
式
は
、
自
治
体
が
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
借
入
金
で
あ
る

地
方
債
発
行
の
制
限
を
受
け
る
以

外
は
、
国
な
ど
か
ら
の
制
約
は
な

い
の
に
対
し
、準
用
再
建
方
式
は
、

地
方
債
発
行
の
制
限
は
受
け
ま
せ

自主再建方式と準用再建方式の違い

赤池町企画財政課まちづくり係長

　　　　　 太 田  哲 也  さん

赤池町の担当の方に聞きました

 電話でインタビュー

準用再建方式自主再建方式区　分

一定程度の超過課税
使用料・手数料の負担増
市単独の施策・事業の休止・
廃止
単独公共事業の削減
職員給与の減額

原則として、地方債を発行
することができなくなるた
め、新規事業が実施できな
い

住民サービス

への影響

総務大臣の承認した財政再
建計画に基づき、予算の調
整が義務付けられる

地方債発行の制限を受ける
ほかは国・都道府県からの
制約はないが、再建のため
には、強い意志と実行力が
必要

国などからの

制約

法令上の地方債制限が解除財政再建のための法令上の
優遇措置、国の財政措置は
一切なし

財源措置
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字
再
建
団
体
と
な
っ
た
町
は
、

「
出
直
し
ま
す
赤
池
町
。ふ
る
さ
と

赤
池
の
将
来
を
考
え
、
準
用
財
政

再
建
団
体
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

過
去
の
行
政
運
営
を
厳
し
く
受
け

止
め
再
出
発
し
ま
す
」と「
広
報
あ

か
い
け
」で
、非
常
事
態
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　

町
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、

行
政
組
織
の
統
廃
合
で
、
役
場
内

の　

課
を　

課
に
し
ま
し
た
。
ま

１６

１３

た
人
件
費
の
削
減
に
着
手
し
、
職

員
１
６
９
人
を
１
５
５
人
に
、
臨

時
職
員　

人
を　

人
に
減
ら
し
、

２４

１０

給
料
の
据
え
置
き
や
、
時
間
外
手

当
の
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

次
に
事
業
費
の
支
出
を
減
ら
す

た
め
、
国
や
県
か
ら
助
成
さ
れ
る

補
助
事
業
以
外
の
単
独
事
業
は
原

則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
水
道
料
金
を
は
じ

め
と
し
た
使
用
料
な
ど
の
値
上
げ

に
よ
り
、
住
民
の
負
担
は
増
加
し

ま
し
た
。

　

道
路
や
公
共
施
設
の
草
刈
り
の

一
部
、
軽
微
な
補
修
工
事
な
ど
も

職
員
自
ら
が
行
い
、
少
な
い
経
費

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら

ん
が
、
計
画
開
始
時
に
国
に
申
請

す
る
財
政
再
建
計
画
の
制
約
を
、

計
画
終
了
ま
で
受
け
る
と
い
う
違

い
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
池
町
は
、
昭
和　

年
以
降
、

５４

４
回
に
わ
た
り
自
主
再
建
を
試
み
、

事
業
の
縮
小
、
人
件
費
の
削
減
、

施
設
使
用
料
の
引
き
上
げ
な
ど
を

実
施
し
た
も
の
の
、
思
っ
た
よ
う

な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず

赤
字
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
町
全
体
で
危
機
感
を
共
有

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
は
平
成
４
年
２
月

に
準
用
再
建
方
式
に
よ
る
財
政
再

建
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
め
、
国

に
再
建
計
画
書
を
提
出
し
、
こ
こ

か
ら
赤
池
町
の
新
た
な
挑
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。

自
主
再
建
方
式
、
そ
し
て
も
う
一

つ
は
、
国
の
管
理
下
で
財
政
再
建

を
行
う
準
用
再
建
方
式
と
い
う
方

法
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
違
い
は
左

の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
主

再
建
方
式
は
、
自
治
体
が
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
借
入
金
で
あ
る

地
方
債
発
行
の
制
限
を
受
け
る
以

外
は
、
国
な
ど
か
ら
の
制
約
は
な

い
の
に
対
し
、準
用
再
建
方
式
は
、

地
方
債
発
行
の
制
限
は
受
け
ま
せ

自主再建方式と準用再建方式の違い

赤池町企画財政課まちづくり係長

　　　　　 太 田  哲 也  さん

赤池町の担当の方に聞きました

 電話でインタビュー

準用再建方式自主再建方式区　分

一定程度の超過課税
使用料・手数料の負担増
市単独の施策・事業の休止・
廃止
単独公共事業の削減
職員給与の減額

原則として、地方債を発行
することができなくなるた
め、新規事業が実施できな
い

住民サービス

への影響

総務大臣の承認した財政再
建計画に基づき、予算の調
整が義務付けられる

地方債発行の制限を受ける
ほかは国・都道府県からの
制約はないが、再建のため
には、強い意志と実行力が
必要

国などからの

制約

法令上の地方債制限が解除財政再建のための法令上の
優遇措置、国の財政措置は
一切なし

財源措置
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□■□赤字再建団体 □■□

・正式には「準用財政再建団体」という。昭和３０年制定の地方

　財政再建促進特別措置法で定められた。

・この法律の本来の目的は、戦後復興に伴い昭和２９年度末に

　財政赤字を出した多くの自治体を支援することにあった。

・現在はこの法を準用して財政再建を行うこととされている。

・自治体の一般税収や交付税などを基に算出した標準財政規

　模に占める赤字の割合が、都道府県の場合は５％、市町村の

　場合で２０％以上になると地方債の発行が制限される。

・赤字再建団体になった自治体は再建計画を策定し、議会の議

　決後、再建団体の指定を申請し、国の承認を受ける。

・これまでに、２８８自治体が指定を受けているが、現在財政再

　建団体に指定されている自治体はない。

・指定を受けると、福祉など住民サービスで独自事業の実施が

　制限される。

・小樽市の場合には､平成１４年度決算の標準財政規模が３２８億

　５２００万円なので、この２０％にあたる６５億７０４０万円以上の赤字

　となった場合に、赤字再建団体となる。

■
予
定
よ
り
２
年
も
早
く

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
財
政
再
建
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
赤
池
町
は
、
予
定

よ
り
２
年
も
早
い
平
成　

年　

月

１３

１２

　

日
に
国
か
ら
正
式
に
財
政
再
建

１３の
完
了
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、　

年
間
に
及
ん
だ
再
建

１０

作
業
は
終
了
し
、
現
在
も
順
調
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
は

常
に
コ
ス
ト
を
考
え
た
業
務
執
行

を
行
う
よ
う
に
な
り
、
意
識
が
変

化
し
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

一
方
、
住
民
の
側
に
も
ま
た
、

そ
の
意
識
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

財
源
の
な
い
町
に
多
く
を
期
待

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、暗
く
寂
し
い

ム
ー
ド
の
町
を
少
し
で
も
明
る
く

し
た
い
と
の
思
い
で
、
町
民
が
結

成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
赤
池

町
を
明
る
く
す
る
会
」で
は
、ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
電
飾
を
町
立
病

院
前
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
木
に
飾

り
付
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
九
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
で
の
記
念

行
事
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
記

念
誌
の
発
行
や
講
演
会
開
催
の
経

費
は
、
す
べ
て
住
民
の
寄
付
を
募

り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
住
民
自
身
も
行
政

が
何
を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。

 �赤池町が
　 財政再建のためにとった措置

１．収入の確保と人件費・補助費などの抑制

　収入の確保
　　・公営住宅家賃の値上げ
　　・野球場など体育施設使用料の値上げ
　　・汚水処理施設使用料の値上げ
　　・水道料金の値上げ
　人件費・補助費などの抑制
　　・行政組織の統廃合
　　・職員数の削減
　　・常勤的臨時職員の整理
　　・給与水準の是正
　　・補助費等の削減（商工会、体育協会、　
　　　　福祉協会などへの補助金の削減）
２．公債費の軽減などによる経常経費の削減
　　地方債の新規発行の抑制、既に発行した
　　地方債の繰り上げ償還
３．投資的事業の抑制
　　建設事業の大幅な抑制
　　（単独事業の原則中止、補助事業の抑制）

町立病院前のメタセコイアの木

力
で
何
と
か
し
よ
う
！
』
そ
れ
が

赤
池
町
の
ス
タ
ン
ス
で
し
た
。
お

金
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
と
い
う

資
源
を
活
用
し
て
…
」

　

赤
池
町
で
は
、
再
建
中
に
町
民

た
ち
が
自
主
的
に
結
成
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
再
建
が
終
了

し
た
今
も
変
わ
ら
ず
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

�
小
樽
市
の
財
政
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
�
�
４

１
１
１
内
線
２
３
１
・
２
３
２
へ

ど
う
ぞ
。

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

黒
字
の
財
政
運
営
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

赤
池
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
財
政
再
建
の
あ
ゆ
み
」と
し
て
、

再
建
ま
で
の
過
程
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
、
次
の
よ

う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「『
予
算
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

何
も
し
な
い
で
い
る
の
か
？
な
い

の
な
ら
、
創
意
工
夫
と
自
ら
の
努

赤池町（手前彦山川から福赤池町（手前彦山川から福智山を望智山を望む）む）
ひこさんがわひこさんがわ ふくふく ち やち やまま

５　平成15（2003）年11月　広報おたる

企
業
会
計

企
業
会
計

　

地
方
公
共
団
体
は
、
利
用
者
か

ら
料
金
を
い
た
だ
い
て
一
つ
の
企

業
（
地
方
公
営
企
業
）
と
し
て
事

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場

合
、
個
別
に
会
計
を
設
け
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
樽
市
で

は
、
病
院
事
業
・
水
道
事
業
・
下

水
道
事
業
・
産
業
廃
棄
物
等
処
分

事
業
の
四
つ
の
会
計
を
設
け
て
い

ま
す
。

　平成２年から東小樽町会長と

東小樽地区連合町会長を務めら

れており、さらに平成９年から

今年の５月までは小樽市総連合

町会長として、豊かで潤いのあ

るまちづくりに取り組んでこら

れました。また、昭和３８年から

２０年間務めた小樽市議会議員の

経験を生かし、町内会活動の発

展に貢献されました。

　さらに小樽市社会福祉協議会

副会長や北海道共同募金会小樽

市支会副会長、小樽市暴力追放

運動推進協議会副会長などの要

職を歴任され、市民福祉の向上

にご尽力されました。

　平成２年から昨年まで小樽ハ

イヤー協同組合理事長を務め、

優れた指導力と先見性で公共交

通の発展に力を尽くされました。

さらに、３１年間にわたり小樽観

光協会副会長を務められ、小樽

市の観光産業の先頭に立って活

躍されました。

　また、小樽交通安全協会副会

長や小樽市交通安全運動推進委

員会委員、小樽市暴力追放運動

推進協議会理事として市民生活

の安全向上に貢献されたほか、

平成６年には全国福祉輸送サー

ビス協会理事に就任され、福祉

の向上にも努められました。

　戦後まもなく合唱団活動に取

り組み、数多くの合唱団の指揮

者や代表者として活躍されまし

た。昭和２２年、道内初となる小

樽合唱連盟の創立に力を注が

れ、同合唱連盟の理事長や全日

本合唱連盟理事などを歴任され

ました。現在も後進の指導に当

たるなど精力的な活動を続けて

おられます。

　また、小樽市文化団体協議会

理事として市内の芸術文化活動

全体の発展に寄与されたほか、

２４年間、民生・児童委員として

活躍されるなど、地域福祉にも

貢献されました。

一
般
会
計

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
基
本
的
な
会
計
で
す
。
特
別
会

計
・
企
業
会
計
で
行
う
事
業
以
外

の
す
べ
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
経

理
し
、
福
祉
や
教
育
、
商
工
業
の

振
興
、
道
路
の
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
港
湾
整
備
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
、
特
定
の
事
業

を
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
し
、
収

支
を
明
確
に
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
会
計
で
す
。
小
樽
市
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
老
人
保
健
事
業
や
介

護
保
険
事
業
、
融
雪
施
設
設
置
資

金
貸
付
事
業

な
ど
、
全
部

で　

の
特
別

１４
会
計
を
設
け

て
い
ま
す
。

盛岡悟 盛  岡  悟 平平さ   さ
んん

もり おか ご へい

阿部益 阿  部  益 一一さ   さ
んん

あ べ ます いち

馬場道 馬  場  道 彦彦さ   さ
んん

ば ば みち ひこ

平成１５年度予算平成１５年度予算

上半期の執行状況上半期の執行状況
市では、「小樽市財政事項説明書に　市では、「小樽市財政事項説明書に
関する条例」に基づき、年４回、予算・関する条例」に基づき、年４回、予算・
決算の内容やその執行状況を市民の決算の内容やその執行状況を市民の
皆さんに公表しています。今回は、平皆さんに公表しています。今回は、平
成１５年度上半期(４月～９月)の予算や成１５年度上半期(４月～９月)の予算や
業務の執行状況についてお知らせし業務の執行状況についてお知らせし
ます(平成１５年９月３０日現在)。ます(平成１５年９月３０日現在)。※収入・支出予算同額。(　）内は予算額

に対する収入率・執行率。

☆☆　　　　　の予算執行状況の予算執行状況

合唱一筋に６０年合唱一筋に６０年
公共交通の発展と公共交通の発展と
観光振興に尽力観光振興に尽力

町内会活動の発展町内会活動の発展
に貢献に貢献

今
年
度
は
、
教
育
文
化
部
門
か
ら
馬
場
道

　

今
年
度
は
、
教
育
文
化
部
門
か
ら
馬
場
道

彦
さ
ん
（

歳
・
住
吉
町
３
‐
７
）、
産
業
経

彦
さ
ん
（　

歳
・
住
吉
町
３
‐
７
）、
産
業
経

７９７９

済
部
門
か
ら
阿
部
益
一
さ
ん
（

歳
・
桜
２
‐

済
部
門
か
ら
阿
部
益
一
さ
ん
（　

歳
・
桜
２
‐

８０８０

‐

）、
社
会
民
生
部
門
か
ら
盛
岡
悟
平
さ

　

‐　

）、
社
会
民
生
部
門
か
ら
盛
岡
悟
平
さ

２２２２

１５１５

んん
（（

歳
・
桜
２
‐

‐

）
の
受
賞
が
決

　

歳
・
桜
２
‐　

‐　

）
の
受
賞
が
決

８３８３

２８２８

２１２１

ま
り
ま
し
た
。

ま
り
ま
し
た
。

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度

平
成　

年
度

１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５１５

小小小小小小小小小小小小小小小小
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☆☆企業会計の業務執行状況企業会計の業務執行状況一般会計一般会計
特別会計特別会計

〈病院〉
入院患者数　１１万１５９人(２３万５８０人)
外来患者数　１６万５８８７人(３４万４３１８人）

〈水道〉
有収水量※　７７７万４千�(１５２２万２千�）

〈下水道〉
有収水量※　７１９万５千�(１４４６万５千�)
※水道料金および下水道使用料に対する水量

〈産業廃棄物〉
埋め立て処分量９万６３６２㌧(６万２９００㌧)
　うち、がれき類など　１万４５１５㌧(２万１０００㌧)
　　　廃プラスチック類など　　　　３８４９㌧(４９００㌧）
　　　土砂　　　７万７９９８㌧(３万７０００㌧）

（　）内は当初年間予定数（量）

「左上のグラフで、収入額より支
出額の割合が高いのはどうして？」

Ｑ

「市で行う事業の多くは、国や北海
道の補助を受けたり、市債（借金）に

より実施しています。しかし、これらの
収入は事業が完了してから交付されるも
のが多いため、年度途中では支出の方が
先行するかたちになっています。
　そこで、補助金などの収入が入るまで
の間、一時的に銀行などから借り入れし、
事業にかかる支払いを行っています」

Ａ

�

�市有財産　　１６８５億６６６０万円
(道路・橋・企業会計分を除く）

土地……７９６億５３２６万円

建物……７７１億６８８０万円

その他…１１７億４４５４万円

�市債　　　　１３３８億３１６５万円

�一時借入金　　　　　　１０３億円

　　※いずれも９月末現在高

内
訳 {

☆上半期の主な事業は

�菁園中学校の屋内運動場

　の整備

�延長保育と産休明け保育

　の拡大、保育所地域活動な

　どの特別保育事業に対す

　る補助の拡大

�勝納住宅２号棟（３５戸）の

　本体工事の着手

�「小樽フィルムコミッショ

　ン」のホームページの制作

�小樽港コンテナ航路開設

　に伴うコンテナクレーン、

　冷凍コンテナ電源設備の

　整備

港町ふ頭に整備され
たコンテナクレーン




